
1.研究動機・目的

COVID-19関連記事が株価に与える
影響力

私たちは普段の生活の中で多くの情報をメディアから受け取っ
ている 例：テレビ、新聞、ネットニュース

行動を変化させる力を影響力と定義

影響力を定量化できないか？

行動が変化

そこで、メディアが発信する情報をCOVID-19関連記事、行動の
変化を株価の変動として、2つのデータの関係性を分析

株価の変動を予測＝影響力の定量化

2.研究方法
1.使用したデータ
・記事データ
NHK NEWS WEB 「コロナ関連関連記事全記録」見出し
期間：2020年１月25日～2020年5月31日

・株価データ

東証1部2186銘柄の始値
期間：2020年1月25日～2020年5月31日

株価の変動を定量的に判断
2.株価の変動の定義

ボリンジャーバンド
を用いて変動を定義

上例図の緑線・・・±σ
青線・・・始値

始値＜－σ：下
落－σ＜始値＜σ：変動な
しσ＜始値：上
昇

下例図で、赤線：下落 緑線：変動なし 青線：上昇
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記事データを形態素解析、分かち書き

名詞のみを抽出

出現日数≧100の各名詞に対するtf-idf値
の変動を上式を用いて取得

株価の変動とtf-idf値の変動を比較することで2つのデータの
近似度をI近似度、R近似度として取得し、影響力を算出する。

3.記事データの数値化

3.データの解析・結果I
始値とtf-idf値を正規化

・・・

オレンジ：tf-idf値 青：始値(以下同)

日毎に２データの差の絶対値の総和を
図のように算出し、その値をI近似度とする

各業種の企業ごとにこの操作を行いそれぞれの企業に対して
I近似度が小さい順に１～３位の単語を決定

業種ごとに各単語の1～３位になった回数を集計

結果(抜粋)

サービス業 情報・通信業

・影響力の大きい単語として得られた結果は両近似度でともに
業種間の差異はほとんど見られなかった。
・今後の展望としては、N-gramを用いてテキストを分割し、周
辺の単語も考慮に入れた分析を行う。最終的に、他の期間や手法
によって得られた影響力と比較し、影響力の変化や最適な手法を
見つける。

5.考察・今後の展望

4.データの解析・結果Ⅱ

4.影響力の算出

前述の方法により日毎に株価の変動を上昇(1)、
変動なし(2)、下落(3)の３つに分類

同日のtf-idf値を、平均+σを基準として小(0)、大(1)の２つ
に分類

株価の変動とtf-idf値の大小を組み合わせ、上図のような座標
を取得し、相関係数を算出。その値をR近似度とする
※R近似度が小さいほど上昇の影響が強く、大きいほど下落の影響が強い

結果(抜粋)

それぞれに影響が強い単語のグラフ

下落 上昇

https://www.takapy.work/entry/2019/01/14/141423
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